
土木技術者は社会から正当に評価されているか？ 
－資格・認証制度の国際性を考えてみよう－ 

 
富永技術士事務所 フェロー会員 ○富永 眞生 

 
 

  
１． いろいろな資格と称号の現状と課題 
 
 
   国土交通省     （社）日本技術士会    （社）土木学会（土木学会会員）      

（建設業法、国家資格） （技術士法、国家資格）   （国家資格でない認証制度） 
           CPDにより            CPDにより 

     ５年毎に更新           ５年毎に更新  
CPD法制化の動き        APECエンジニア   
講習により            EMF国際登録  特別上級技術者 
5年毎の更新           相互承認        （フェロー会員） 

 監理技術者（オープン化）               試験  １７年以上 
     （主任技術者）    技術士（登録が必要）         

「PE」「CE」 上級技術者 
講習     第 ２ 次 試 験       試験 

          「RCCM」      １２年以上 
一級施工管理技士          ４～７年以上     １級技術者 

技術士補           試験 
検定試験    修 習 技 術 者           ７年以上 

             
第１次 試験 

二級施工管理技士                    ２級技術者 
（国家公務員試験）                 
「測量士」ほか               試験 
               JABEE認定 
検定試験   その他の      教育課程 

学校   大学    
土木技術者の教育機関 
 

 
（図－１）主要な土木技術者資格・称号の現状 
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２． 今後１０年間で土木技術者の流動化が進行する 

 
  土木技術者に求められる資質・能力は以下に要約される。 

A 専門的能力・知的な人間的魅力を持った土木技術者 

B 倫理観を持ち、技術によって社会貢献のできる土木技術者 

C 地域社会の人々とのコミュニケーションができる土木技術者 

D 国際的に通用する（英語で仕事のできる）土木技術者 

E ISO などの国際規格、規準、法律に知悉した土木技術者 

F APEC エンジニアのような国際資格を有する土木技術者 

G 相手国スタッフと多国籍要員をマネージできる土木技術者 

     （歴史、文化、社会、政治、宗教、習慣などを理解できる） 

また、土木技術者には（専門技術力＋総合マネジメント力）が求められる。 

 
構想・事業計画・環境問題・合意形成   

                   調査、測量    

設計（基本、実施）          コンストラクション 
             契約、製作、施工および工事監理        マネジメント  

維持管理、延命および運営       

廃棄、リサイクルおよび解体撤去あるいは保存 
 

（図－２）プロジェクトの基本的なライフサイクル 
 
３．専門教育と生涯継続教育の仕組みづくり 

土木技術者に必要な専門教育は次のの３分野と３段階が重要と考える。 
１）学問、技術の基礎と応用の研究者、教育者（学校経営者） 
２）調査、設計、製作、施工、工事監理、メンテナンスの専門技術者、技能者 
３）コンストラクションマネジメントの実務者、総合マネジメントの経験者 
・IPD (Initial Professional Development) 高等教育、専門教育 

・QPD (Qualifying Professional Development) 実務経験習得、資格取得 

・CPD (Continuing Professional Development) 生涯継続教育、知識獲得、能力開発 
土木技術者の職業資格としての国際的品質保証の仕組み（相互承認）が急がれる。国際的には 

APEC エンジニアのルートしかないのか？土木学会は ODA 案件などを通じて国際社会に戦略的な 

展開を働きかける必要があることを痛感する。 
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